
地区の景観形成ガイドライン導出におけるプロセスの提案 
 

ー生活・生業と温泉資源の関わりにより創造される文化的景観を対象としてー 

大分大学 建築・都市計画研究室 

重要文化的景観チーム 0856041 松本彩花 



第1章 研究の背景と目的 1−1 研究の背景 

世界的にも希有な「湯けむり景観」を「重要文化的景観」として選定し 
一体的に保護しようと取り組みが進められている 



1-1 研究の背景 

「重要文化的景観」の指定要件（文化財保護法） 

1）文化的景観の保存に関する計画を定めること（ソフト） 

2）景観法，その他の法律に基づく条令で保存のために必要な規制を 

  定めること（ハード） 

重点景観計画の策定を目指し文化的景観の特性を再度見直している 

2011年 対象地区：別府市明礬温泉地区 

第1章 研究の背景と目的 



1-1 研究の背景 第1章 研究の背景と目的 

現状 

●2008年3月 「別府市景観条例」 
●2009年3月 「鉄輪温泉地区温泉湯けむり重点景観計画」 

別府市で制定されている景観に関する条例 

自由な「形態意匠」等で建設可能 

将来的に新築または増築する際 

文化的景観の特性が失われる可能性あり 



1-2 研究の目的 

景観形成ガイドラインの手順の提案 

景観チェックシートの作成 
（地区の景観上の特性や課題確認） 

住民主体の景観維持・保全活動の醸成 

第1章 研究の背景と目的 

「眺望景観」や「まちなみ景観」に大きな影響を及ぼす可能性のある 

「高さ」，「形態意匠」等の景観の特性の整理 



第２章 研究の方法 

研究のフロー 

第4章 

対象地区の現況把握 

第5章 

住民の意識調査 

第6章 
景観マップの作成方針 



第３章 対象地区について 

明礬温泉地区は別府市街地の 

北西部に位置している 



第4章 

対象地区の現況把握 

第４章 対象地区の現況把握 

本章では 
や 

に 
大きく影響を及ぼす可能
性がある項目として 

の景観
の特性を整理する 

比較検討 



第4章 対象地区の現況把握 ４−１ 調査方法 

本調査の対象建築物：全80件 
※「屋根形状」  ：全177棟 

＜調査項目＞ 
 
○既存の規制誘導 
 
○建築物の最高高さ 
  
○屋根形状 
  
○建築物の色彩・素材 
  



４−２  対象地区に関する既存の規制誘導 

別府市都市計画図・ゼンリン  引用 

第4章 対象地区の現況把握 

表1 文化的景観の特性 



４−３ 対象地区における景観上の課題 第４章 対象地区の現況把握 

都市計画関係法令を整理し、検討項目をあげる 

 

風致地区：都市計画関係法令のなかでも規制項目は多い 

 

（例）「高さ」や「形態意匠」等について 

   行為規制は存在するが文化的景観の特性を考慮すると 

   今後、検討が必要  
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表2 都市計画関係法令と別府市における計画・条例 

◎:届出義務あり、拘束力あり○:届出義務あり、拘束力なし△:届出義務なし、規制あり―:規制なし 



４−４ 建築物の最高高さ 

   

第４章 対象地区の現況把握 

【現況】 

 最高高さ3m〜9m 

 (1〜3階建て) 

：約96％（77件/80件） 
  

 最高高さ9m〜15m 
 (3〜5階建て) 
：約4％未満（3件/80件） 
 



４−４ 建築物の最高高さ 

   

第４章 対象地区の現況把握 

【現況】 

 最高高さ3m〜9m(1〜3階建て) 

 ：約96％（77件／80件） 

 最高高さ9m〜15m(3〜5階建て) 
 ：約4％未満（3件／80件） 

 

【現況の規制誘導】 

 第3種風致地区：12m以下 

 第4種風致地区：15m以下  

最高高さ3m〜9mを維持するには。。。 



視点場① モンタージュ前         変化項目：高さ（5F建て） 

第4章 対象地区の現況把握 ４−４ 建築物の最高高さ 



視点場① モンタージュ後          変化項目：高さ（5F建て）   

第4章 対象地区の現況把握 ４−４ 建築物の最高高さ 



４−４ 建築物の最高高さ 

   

第４章 対象地区の現況把握 

風致地区の規制では不十分 



４−５ 建築物の形態・意匠 第４章 対象地区の現況把握 

１）屋根形状 

【文化的景観の特性】 
「寄棟」が主流（既往研究にて整理） 
 
【現況】 

「切妻」 ：66.67% 
「片流れ」：14.12% 
「寄棟」 ：10.73% 

主に「旅館」、「住宅」の変化により景観上の印象も変化している 

棟数 割合(%) 棟数 割合(%) 棟数 割合(%) 棟数 割合(%) 棟数 割合(%) 棟数 割合(%) 棟数 割合(%)

私営温泉 8 4.52 2 1.13 1 0.56 0 0.00 0 0.00 3 1.69 14 7.91

共同温泉 3 1.69 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 3 1.69

旅館 39 22.03 7 3.95 0 0.00 0 0.00 1 0.56 12 6.78 59 33.33

小売商店 10 5.65 1 0.56 1 0.56 0 0.00 0 0.00 0 0.00 12 6.78

住宅 47 26.55 9 5.08 6 3.39 1 0.56 1 0.56 6 3.39 70 39.55

その他 11 6.21 0 0.00 2 1.13 0 0.00 2 0.00 4 2.26 19 10.73

合計 118 66.67 19 10.73 10 5.65 1 0.56 4 2.26 25 14.12 177 100.00

片流れ

小計

陸

屋根形状

切妻 寄棟 入母屋 宝形

「旅館」と「住宅」が
過半数を占めている 



第４章 対象地区の現況把握 

２）色彩・素材 

４−５ 建築物の形態・意匠 

旅館 壁面：木材とモルタル吹付けで暖色系が多く見られる 

      屋根：切妻瓦屋根で無彩色及び暖色系 

暖色 

暖色 

寒色 

寒色 



視点場⑤ モンタージュ前              変化項目：色彩 

第４章 対象地区の現況把握 ４−５ 建築物の形態・意匠 



視点場⑤ モンタージュ後              変化項目：色彩   

第４章 対象地区の現況把握 ４−５ 建築物の形態・意匠 



視点場⑤ モンタージュ前              変化項目：色彩 

第４章 対象地区の現況把握 ４−５ 建築物の形態・意匠 



視点場⑤ モンタージュ後               変化項目：色彩   

第４章 対象地区の現況把握 ４−５ 建築物の形態・意匠 



第5章 

住民の意識調査 

第５章 住民の意識調査 



第５章 住民の意識調査 

カテゴリー 要素 ご意見
地質的に3,4F建ての建築物が建つことはないが、今後建つ可能性はあるのではないか。

高さ制限がなければ、高層建築物が建つ恐れがあるのではないか。
1F建ての建築物の方が良い。

壁面素材 白漆喰が良い。
年齢によって好む色が違うため、同じ色を見ても印象が異なってくるのではないか。
色についてはルールの検討をするべきだ。

工作物 別府石の石垣 石垣が独特である。
既存の住宅は高さ・形態・意匠等が変化することはないが、土地所有者が変化した場合、
どのような建築物が建つかわからない。
外部の方に土地を売り、景観上問題のある建築物が建ってしまっているということが、
実際に起きているということに関して問題視している。
旅館経営をしている住民たちは収入があるのでこの地区で生活し続けることができるが、
この地区の住民であっても他の地区に働きに出ているような若者たちは、この地区から離れている。
したがって、地権者に後継者がいないため将来的に空地が増加する恐れがある。
住んでる人も建築物も激減したため、空地が増加したという印象を受ける。

地獄釜 地獄釜 昔はガスコンロの代わりに地獄釜を生活に利用していたため数が多かったが、現在は減尐している。
道路 国道500号 昔は細くて通れなかったが、道の構成に変化はなし。

明礬大橋 現在はこの橋があることに馴れ、問題視していない。
生活・生業 明礬温泉地区は、住む場所ではなく仕事場になりつつある。

範囲 重点計画の計画区域をもっと広い範囲で策定して欲しい。
温泉 泉源 湧出量等を知りたい。
自然 硫黄 電化製品や配管が硫黄でさびる。

その他

建築物

空地

その他

景観

色彩

土地

高さ

明礬温泉地区に関する景観についてのご意見 

「空地化」について 
 

 空地の増加による地区景観への影響は大きいため 
 何らかの検討が求められる事項である 
 



第6章 
景観マップの作成方針 

第６章 対象地区における景観マップの作成 



第６章 対象地区における景観マップの作成 

①マップの作成 

  住民が考える「良好な  

  景観」の視点と視点方  

  向を地図上にプロットし 

  「既存の規制誘導」と 

  「建築物の最高高さ」  

  をオーバーレイさせる 

 

②景観チェックシート 

  本研究の調査結果をも  

  とに「建築物の最高高  

  さ」，「屋根形状」，「色 

  彩・素材」について整理 

 

景観マップの作成を行う 



第６章 対象地区における景観マップの作成 

対象地区の現状 
既存の
規制 
誘導 



第６章 対象地区における景観マップの作成 

対象地区の現状 

既存の
規制 
誘導 

規制誘導の内容 



第６章 対象地区における景観マップの作成 

既存の
規制 
誘導 

規制誘導の内容 



第７章 総括 

【第4章 対象地区の現況把握】 

 「重要文化的景観」として保護するために必要な規制誘導に 

  関する検討項目を明らかにした 

 

 

 

【第5章 住民の意識調査】 
 住民とともに「湯けむり景観」を「重要文化的景観」としての 
 基本方針を抽出できた 

【第6章 対象地区における景観マップの作成方針】 
  景観維持・保全活動を行うための景観マップを作成する 

この地区における景観保全の住民意識を醸成するための 
1つの手順を提案することができた 



ご清聴ありがとうございました 
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